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今後の例会（卓話）予定

７／14	 クラブ協議会
７／21	 祭日振替（海の日）
７／28	

　2020ー2021年度テーマ

クラブテーマ	 「リブート（再起動）」〜新たなるロータリー100年に向けて〜
	 	 クラブ会長	 上 野 雅 宏

	総会員数	 休　会	 出席免除	 出　席	 欠　席	 出席率	 修　正　出　席　率
出　席　報　告

来　訪　者　紹　介

	 48 名	 	 	 40 名	 	 100％	

前回（6/30　1664 回例会）の記録

◆ゲスト 0名 
◆ビジター 0名 

※本年度６月までは、新型感染症対策ガイドラインに則り、全員出席扱いとさせて頂きます。

会長挨拶＜岩田会長＞

・いよいよ最終例会です。先週、椿山荘で開催
された「地区のガバナー納めの会」に吉沼幹
事、藤掛実行委員長と参加してきました。ま
た、クラブ創立以来、35年の間、事務局として

クラブに尽くして下さった久保田さんが本日
最終日となります。感謝の気持ちを込めて、久
保田さんに花束を贈りたいと思います。久保
田さん、長い間、本当にありがとうございまし
た。

7月お誕生日祝	 ４	日	（54 才）	佐藤　学君	 18	日	（46 才）	 吉沼隆秀君
	 22	日	（58 才）	潮田幸一君	 31	日	（70 才）	 髙橋　通君

	 　　藤 掛 靖 元 君　13回　　五十嵐 拓真 君　１回
年間100％出席	 　　伊 藤 政 則 君　２回　　宮 崎 守 弘 君　２回
	 　　中 村 義 英 君　30回　　

幹事報告＜吉沼幹事＞

①小堀先生の卓話抜粋集が出来上がりましたの

で、皆様のポストへ配布しました。

②	日本のロータリー100 周年を記念して、ロータ

リーの友事務所が「100 年史」を発行します。

R.I. 会長　シェカール・メータ　　　　　地区ガバナー　若　林　英　博



ニコニコボックス
＜岩田会長、吉沼幹事＞
・理事役員はじめ会員の皆様、事務局の久保
田さん、水谷さん、一年間ありがとうござ
いました。

＜伊藤、大塚、伊石、丸岡、髙橋、斎藤、宮村、
太田、片岡、宮崎、原田、山尾、常見、鵜原、
上野、松丸、岩戸、内田、後上、藤掛、江連、
佐藤、園部、小林、中村、松本、髙木、長沼、
海内、潮田＞
・岩田会長、吉沼幹事、一年間有難うござい
ました。

＜太田、山尾＞
・東北復興支援継続を！！
＜社会奉仕委員会一同＞
・社会奉仕委員会の皆様、１年間お世話にな

りました。ご協力ありがとうございました。
＜プログラム委員会一同＞
・例会が少ない中、１年間お世話になりまし
た。

＜会報・雑誌・広報・IT 委員会一同＞
・一年間皆様大変お世話になりました。
＜親睦出席委員会一同＞
・親睦出席で１年間、皆様にお世話になりま
した。ご協力ありがとうございました。

＜ SAA 委員会一同＞
・SAAで１年間、皆様にお世話になりました。
ご協力ありがとうございました。

＜宮村＞
・お誕生日のお祝いをしていただき有難うご
ざいました。数え年で80、満で79才、来年
１月５日で数えで81才、満で80才です。

委員会報告

＜土師次年度会報委員長＞
①例会終了後に本日付で退職される久保田さん

と集合写真を撮影します。

②週報の発行に際し、次年度より委員会報告と諸

報告については、可能な限りテキストデータでの

提出をお願いする事になります。

　提出方法は報告の都度、御案内致します。尚、

ニコニコ報告・出席報告は従来通り紙媒体でお

預かりします。

久保田良子さん退職セレモニー

ありがとうございました、久保田さん！

クラブへ 1セット贈呈されるとのことですが、希

望者へは先着順で予約販売を行うとのことで

す。クラブ事務局にて取り纏めるとのことです

ので、ご希望の際は事務局までお願いいたし

ます。なお、締め切りを7月14日の例会までと

いたします。



卓　　話

会長・幹事挨拶「１年を振り返って」

会長　岩　田　幸　一

＜宮村＞
・結婚記念日に花束をいただき、ありがとうご
ざいます。57回目です。お互いの忍耐です。

＜宮村＞
・地区大会、大成功おめでとう。藤掛実行委
員長ご苦労様です。

＜宮村＞
・親睦委員会の皆様、一年間大変ご迷惑をお
掛けいたしました。

＜常見＞
・先日の同好会コンペではメンバーにも恵ま

れ、楽しいプレーでした。自己ベスト、奇
跡的なスコアで優勝することが出来ました。
次年度頑張ろうと心を新たにした次第です。
ありがとうございました。

＜髙木＞
・あれから30年、夫婦の会話は娘たちから、
孫の話題に変わりました。

＜鵜原＞
・お誕生日のお祝いをして戴き、有難うござ
いました。

　まず初めに、クラブの理事役員の皆様、会員の皆様、事務局の久保田さん・水
谷さん、そして浅草ビューホテル関係者の皆様、この１年間、本当にお世話にな
りました。コロナに翻弄された1年でしたが、最後の例会を対面での例会で開催
ができ、ホッとしております。
　思い返せば、２年前、斉藤彰悟さんから「話がある」と言われて、法律相談か
何かと思って会食に行ったら、「実は、次々年度のクラブの会長をやってもらい
たい。しかも、その年は地区大会のホストクラブを担当する年になる」と言われ、
ビックリ仰天。しかし、クラブで一番お世話になり、最も尊敬する斉藤さんから
頼まれれば、ＮＯとは言えません。すぐに腹を決め、当時は、2020 年 7月に東
京オリンピックも予定されていましたから、いつか会長をやるのであれば、東
京オリンピックもあり、70年に一度の地区大会のホストもある年に会長をやり、
一生の思い出を作ろうと決意をしました。クラブで数少ないタイガースファン繋
がりの吉沼さんとは東京ドームの「阪神・巨人戦」の観戦で決起大会を。その試
合は阪神が快勝して幸先の良いスタートを切れました。
　私の会長業務の実質スタートは前年度2月に沖縄で開催された地区大会におけ
るホストクラブ会長の挨拶から始まりました。多くの会員と沖縄へ行き、地区大



会の後には、泡盛・オリオンビールを飲み交わしたのも楽しい思い出です。私が
我がクラブのテーマを決めたのは、この沖縄の地区大会の時です。２日目の特別
講演で登壇された千玄室さんは、松下幸之助さんがメーキャップで京都の北ロー
タリークラブに来られた時に自分から名刺を差し出し「私、松下幸之助です」と
一人ひとりに頭を下げて挨拶を始められたエピソードを紹介。天下の松下幸之助
さんを知らない人は誰もいないのに、自分から頭を下げ名刺を出し会場を回った
光景を見た千さんは、松下幸之助さんが、どのような機会も「一期一会」と臨ん
でいることに感銘を受けたと話してくれました。私は、この話を会場で聞いて、「一
期一会」という言葉が強く印象に残り、コロナ禍で何もかも制約され苦しい今だ
からこそ、この「一期一会」の精神が大切だと思い、クラブテーマを「一期一会、
～いまこの瞬間を大切にし、最善を尽くそう～」と決めさせていただきました。
案の定、新年度が始まっても、コロナの感染状況は一向に好転せず、臨時休会が
続き、新入会員の歓迎会も、フラフェスイン浅草も、国際大会への参加も、何も
かもできない苦しい日々が続きました。ただ、そんな中でメイン行事である地区
大会の準備を、藤掛実行委員長は、人知れず一人黙々と進めて下さいました。そ
の陰の努力には本当に頭が下がりました。準備を進める中で、初日の歓迎晩餐会
について、クラブ内で「この時期に多人数で飲食することには反対」との消極意
見も出ました。しかし、私はこの意見を聞いて、ロータリークラブに対する矜持
や責任感を垣間見て、１人感動していました。クラブの代表として、私と藤掛さ
ん、斉藤さんの３人で意を決して、野生州ガバナーに面談を申し入れ、歓迎会の
責任はガバナーの方でお願いします、と釘を刺しに行ったのも、今ではよき思い
出です。
　そして、地区大会当日。常見さんの名司会や、会員皆さんの献身的な協力もあ
り、大成功の素晴らしい地区大会になりました。まさに、東京浅草中央ロータリー
クラブの団結力を痛感した地区大会でした。最後の〆の会議で、藤掛実行委員長
が、「洗濯機の中に入れられグルグル回されている２日間でした」と感想を述べ
られていたことが忘れられられません。ともかく、コロナ禍の中で、クラスター
を発生させることなく、無事故でホストクラブの大任を果たせて本当に良かった
です。自分にとっても、クラブにとっても、「一期一会」の忘れられない思い出
になったと思います。
　あと、１年間を振り返って、何といってもコンビを組んだ吉沼幹事に対する感
謝の念は尽きません。その行動力、判断の速さ、細かな気配り等で、至らぬ会長
をあらゆる場面で幹事として的確にフォローしてくれました。本当にありがとう
ございました。
　色々あった１年でしたが、クラブのこと、皆さんのことが益々好きになりまし
た。会長をやって本当に良かったです。１年間ありがとうございました。



＜今週担当　土師幸士＞

幹事　吉　沼　隆　秀

　本日の例会で1年間の任期を無事に終えることが出来、先ずはホッとしており
ます。思い返せば1年前、長く続いた休会中、気が付けば7月の新年度まであと
2か月強、予算組や事業計画書、そして会員名簿等すべきことに何一つ手を付け
ていないことに気がつきました。
　そこからの 2か月間は毎日の様にロータリー定款やクラブ細則に目を通しなが
ら、仕事をこなしていきました。
　所信表明でも皆様に申し上げましたが、前年度、土師さんがあらゆる記録を
データ化し纏めて頂いたことで大変助かり救われました。幸いにも前年度最終例
会からスクール形式にて対面での例会が再開され、今年度第一例会も同様の形で
スタートすることが出来ました。その際には、コロナ禍による例会開催ガイドラ
インを作成し、会員の安全と安心を確保するためわかりやすく明文化しました。
残念ながら、年明け早々から緊急事態宣言が発令されてしまい、臨時休会となり、
更には4月末より再度緊急事態宣言下となり、つい先日まで臨時休会となってし
まいました。
　臨時休会の判断から決定に至るまで、WEB理事役員会にて議論もいたしまし
たが、会員の安全と安心を第一にするという考えをご理解いただき、その様な形
を取らせて頂きました。臨時休会中のモチベーションの維持をする事が大変で、
例会再開に向けての段取りや各種手続きに気を使いましたが、失念することも
多々あり先輩方に優しくご指摘をしていただきました。
　さて、岩田会長が掲げるテーマ「一期一会～いまこの瞬間を大切にし、最善を
尽くそう～」を実現するため、各委員会と連携し、各行事やクラブとしての取り
組みをと思っておりましたが、残念ながら厳しい結果となってしまいました。　
　コロナ禍ということで思うように行動がとれなかったこともございますが、幹
事としてもっと柔軟に行動できなかったものかと反省をしております。しかし、
今年度は地区大会ホストの大役を仰せつかり、非常に難しい状況下ではありまし
たが、皆様のご理解とご協力の下、成功裏に収められたことに感謝をし、テーマ
にある様に最善を尽くすことが出来たのではないかと思います。
　最後に、岩田会長はじめ理事役員の皆様、会員の皆様、そして事務局員の久保
田さんと水谷さん、不甲斐ない幹事の下、クラブ運営にご協力いただきまして誠
にありがとうございました。次年度、上野会長・常見幹事のご活躍を祈念し、退
任の挨拶とさせていただきます。1年間ありがとうございました。




